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ス
ト
で
「
毎
年
最
低
一
本
の
条
例
ナ
ー
シ
ッ
プ
静
廃
つ
こ
と
が
、
分
後
、
念
的
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
連
れ
な
い
妄
つ
な
取
り
組
み
が
出
て

提
案
」
を
約
束
。
旧
議
と
二
男
専
権
・
自
治
の
時
代
差
く
に
挙
、
謹
告
改
革
の
濁
れ
に
乗
り
遅
く
る
こ
と
肇
期
待
し
た
い
。

以
内
の
絹
張
が
役
員
姦
め
る
企
は
不
可
欠
だ
さ

地
方
政
治
へ
の
「
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
（
政
権
公
約
）
」
普
及
を
良

し
、
首
長
と
閣
員
が
作
成
実
践

し
た
優
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
選

考
す
る
撃
一
回
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

大
声
　
（
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
推
進
議
良
連
盟
、
ロ
ー
カ
ル

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進
首
長
連
盟

主
催
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
研
究
所
共
催
）
が
こ
の
ほ
ど
決

ま
り
、
首
長
の
部
は
松
沢
成
文
神

奈
川
県
知
事
、
地
嚢
の
都
は
、

相
姦
会
の
会
派
「
県
民
連
合
」

が
遡
ば
れ
た
。
同
大
半
と
マ
ー
ラ

エ
ス
ト
の
動
向
に
つ
い
て
、
同
研

妻
の
佐
藤
淳
氏
（
十
和
田

市
出
身
）
が
寄
稿
し
た
。

◇

二
〇
〇
三
年
の
統
一
地
方
選
で

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
日
本
に
初
め
て

登
場
し
て
か
ら
四
年
が
経
過
し

た
二
一
回
の
統
一
地
方
選
と
そ
れ

ぞ
れ
二
回
の
冶
選
挙
、
重
電

挙
を
経
て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
日

本
の
選
挙
と
政
治
に
完
全
に
根
付

き
始
め
た
。
特
に
地
方
政
治
に
お

寄稿　早稲田大研究所・佐藤淳氏

け
る
ロ
ー
カ
ル
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
し
て
地
垂
の
活
動
に
畠
化

は
今
草
一
月
の
公
辞
提
改
正
に
よ
　
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
。

リ
、
首
長
選
に
限
り
マ
ニ
フ
ェ
ス
　
坐
島
貫
は
従
来
、
首
豪
打

卜
重
し
た
ビ
ラ
が
配
布
可
能
部
の
迫
田
機
関
と
し
て
位
謂
付
け

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
望
覇
ら
れ
、
存
在
意
義
が
茸
ざ
れ

の
慮
準
焉
」
と
な
っ
た
。
多
く
て
き
た
。
そ
う
し
た
申
、
地
方
議

の
裏
マ
一
ヲ
ェ
ス
ト
を
員
の
政
策
椎
骨
能
力
を
拭
い
、
注

巣
は
県
の
公
共
工
藁
を
自
粛

す
る
こ
と
轟
リ
込
ん
だ
政
治
倫

墓

つ

地

垂

［
＝
凧
骨
鳳
凰
甜
最
琵
綿
媚
詣

翔
某
例
童
、
七
月
に
可
決
さ
　
地
墓
書
か

れ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
五
月
に
ま
と
め
萎
え

ま
た
、
【
恋
慕
成
果
丁
重
方
の
中
で
も
、
壷
T
こ
目

し
た
北
海
道
　
褐
島
田
盛
会
は
、
婆
籍
、
塁
聾
者
す

議
会
と
議
員
活
動
を
自
己
評
価
る
完
全
自
治
隼
つ
ま
り
「
地
方

し
、
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
政
府
J
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
高

全
国
の
首
長
や
蓋
蒼
の
会

派
、
警
童
し
た
ロ
ー
カ

ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
政
策
を

「
生
活
者
の
視
点
」
「
地
方
分
樺
の

吊
れ
に
即
し
て
い
る
か
」
な
ど
を

踵
十
に
菱
食
（
看
蓑
・
北

川
正
恭
元
三
重
県
知
事
）
が
遭
考

「
董
亡
、
実
現
の
有
無

に
若
壷
個
人
の
政
策

を
評
価
す
る
「
せ
優
秀
ア
イ
デ
ア

曽
亡
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
冊
子
の
完
成

度
に
対
す
る
「
グ
ッ
ド
・
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
芦
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容

毒
っ
「
ベ
ス
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

分
梅
時
代
飽
き
抜
く
鍵

首
長
・
議
会
の
改
革
促
進

す
る
二
大
曽
亡
の
ほ
か
、
公
約
以
雷
と
も
遺
ぶ
。

掲
げ
て
適
塾
を
戦
い
、
当
選
後
も

そ
れ
を
ペ
ー
ス
に
し
た
行
政
経
営

の
実
践
が
全
国
で
進
ん
で
い
る
。

日
本
の
地
方
政
治
は
首
長
、
議

且
と
も
住
民
の
選
挙
で
選
ば
れ
る

二
元
代
表
制
を
と
っ
て
い
る
。
そ

目
を
集
め
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た

萎
細
を
評
価
す
る
マ
ー
ラ
ェ

ス
ト
大
賞
が
昨
年
か
ら
始
ま
っ

た
ぷ
7
回
娃
旦
石
部
も
加
わ
り
、

昨
年
の
二
倍
以
上
、
五
百
四
十
七

件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

「
毎
年
1
本
の
条
例
」
的
束

大
賞
に
選
ば
れ
た
禅
井
豊
妻

県
民
連
合
は
六
人
の
少
数
会
派

だ
が
、
四
月
の
県
細
道
マ
ニ
フ
ェ

公
開
す
る
制
度
を
全
国
に
先
駆
け
ら
か
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

て
実
鱒
し
て
い
る
こ
と
、
夜
間
　
自
治
立
法
砲
の
担
い
手
は
ま
さ
に

体
重
の
開
催
な
ど
、
「
日
本
蓋
妻
で
あ
る
。

一
問
か
れ
た
議
会
」
を
慧
　
残
念
な
が
ら
、
背
森
県
か
ら
の

会
改
革
の
長
年
の
取
り
組
み
が
譜
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
応
募
は
議
員

め
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
の
一
件
に
と
ど
ま
っ
た
。
首
長
も

と
も
に
住
民
を
代
表
す
る
首
長
絹
良
も
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
塑
の
蓮
拳

嚢
相
互
の
抑
制
と
均
衡
に
　
が
な
か
な
か
夢
レ
て
い
な
い
の

よ
っ
て
、
緊
張
感
の
あ
る
パ
ー
ト
が
本
殿
の
現
状
で
は
な
い
か
．
今

本
県
は
応
募
た
っ
た
l
件
・
・
・
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